
｢巡検会報告」

中九州の火山噴出物（テフラ）見学

熊大･教育宮本敏弘･小山秀臣･島田礼二

今回の巡検は、「第5回第四紀学会テフラ

研究委員会野外集会(1996.3.1-3)」の「中部

九州のテフロクロノロジー（案内書)」を再

現する形で、渡辺一徳先生に案内して頂きま

した。日程は、平成8年8月3日（土）～5

日（月）で、参加者は、21名でした。

この報告は、見学した露頭の場所と観察の

ポイントを、案内書を引用しながら簡単に説

明し、今後これらの露頭に出かける方の役に

立つことを願って掲載しました。

なお、図は案内書から直接引用させていた

だきましたが、それぞれの図の下には、引用

を省略しました。

【概説】

中部九州地域での主な大規模火砕流を古い

順に見ると、約100万年前の耶馬渓火砕流

(角閃石デイサイト質)、約80-90万年前の今

市火砕流（輝石デイサイト質)、そして、60

年前の由布川火砕流（黒雲母流紋岩質）とな

る｡このうち、耶馬渓火砕流と今市火砕流は、

大分県西部の九重北方の猪牟田（ししむた）

カルデラから噴出した。また、30万年以降に

は、阿蘇火砕流が4回にわたって噴出し、阿

蘇カルデラが形成された。この地域での10万

年よりも若い火山として、南西から北東へ阿

蘇火山、九重火山、由布_鶴見火山群がなら

び、火山フロントを形成しているo(図1)
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図1九州中部火山岩地域の地質概略図
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【第1日目】

①益城町小谷（おやつ）（図2）

熊本から通称第二空港線を通って空港に向

かう途中の小谷信号交差点東側に露頭がある。

ここでは、上から順に、黒ボク土(ATを挟

む)、その下に赤ボク士（中間にやや淡色の

部分。角閃石、輝石、カンラン石を含む。雲

仙火山起源？の火山灰)、Aso-4T、大峰火山

高遊原溶岩が観察できるoATは、南九州姶

良カルデラから約2.5万年前に噴出した火山

灰で、日本列島とその周辺を覆う世界有数の

広大な分布域をもつため鍵層となる。特徴的

に、バブル型ガラスを含む。

図22．5万分の1健軍

②－の宮町滝室坂（図3）

国道57号線の標高720mのヘアピンカー

ブでは、Aso-2B火砕流（非溶結のスコリア

流堆積物）の最上部（吹き抜けパイプあり）

とその下にAso-2T降下スコリア（安山岩）

が見られる。また、露頭の右側にAso-2B、2

Tを切る、NE-SW方向、SE落ちの2本の小

断層がある。

～

蕊

③波野村笹倉（図4）

「道の駅」近くの神楽殿裏では、K-Ah

(喜界アカホヤ）がカットの最上部にあり、

ATが最上部テラスのほぼ目の高さ、Aso-K

(草千里ケ浜火山軽石丘起源の輝石デイサイ

ト軽石層）が同テラスの地面のあたりに見ら

れるoK-Ahは、南九州喜界カルデラから約

6300年前に噴出したものである。輝石を含

むデイサイト質、バブル型の火山ガラス質か

らなる。

身婁雰寒議

膿
藍̂ Stop.f③輩

琴善霊謹
図42．5万分の1根子岳

④大蘇ダム

このダムは、農業用のダムとして玉来川上

流の産山村に建設中である。現場の方から資

料を頂き、説明等を受けながら大規模な露頭

を一望できたのは幸運であった。Aso-1から

Aso-4までの一連の堆積状況が非常によくわ

かり、Aso-1とAso-2間のローム層やAso-3

とAso-4間のローム層、柱状節理も見られ

た。

瓢

図32．5万分の1坂梨
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図52．5万分の1桜町

⑤萩町野鹿（のが）（図5）

ここから、午後の観察となる。旧道のトン

ネル(1隔約10m、長さ約20m)壁面では、

Aso-4直下のテフラ群の中にベージュ色の

Ata(阿多火山灰）がはっきりと識別できるこ

Ataは、約10万年前に、鹿児島湾南部の

阿多カルデラの近くから噴出したものであ

る。

⑥久住町寺原（図6）

ここでは、飯田火砕流がAso-4A火砕流を

覆っている露頭を見る。飯田火砕流は非溶結

の角閃石デイサイト質の軽石流堆積物で、九

重火山から噴出した火砕流堆積物の中ではもっ

とも新しいものであるo2つの火砕流を比べ

ると、Aso-4A火砕流の軽石の方が発泡がよ

く、斑晶が少なく、軽石中の角閃石が針状に

壊れやすいという性質に違いがある。

騨蕊蕊亮
蕊蕊

図62．5万分の1久住、久住山
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⑦久住町板切（図7）

ここは、圃場整理により生じた新露頭で、

九重火山由来の降下堆積物である九重第1軽

石(KjP1)を見ることができるoKjPlは九

重火山起源の最も規模の大きなプリニアン降

下軽石であり、飯田火砕流のステージに噴出

したものである。噴出年代は約3-3.5万年前

(町田1980）とされている。また、KjPlの下

には、直前に噴出した火山灰（青灰色火山砂

と黄色火山灰の互層）があり、大規模なプリ

ニァン噴火の前駆的活動としてこのような火

山灰を放出していたことは注目に値する。

図72．5万分の1久住

【第2日目】

⑧稲葉川の河原

まず、竹田駅にて現地参加者（2名）を迎

え、その方々に案内されて溶結凝灰岩中の樹

型を見学することにした。樹型とは溶結凝灰

岩中に樹木が挟まり炭化した後浸食を受け、

その跡が残ったものである。また炭化木も数

多く岩中に残されていた。見大型魚類の化

石？かと思わせる形もあったo(写真1)

写真1溶結凝灰岩中の樹型



稲葉川の河床は主に今市火砕流の赤色、気

相晶出帯の溶結凝灰岩である。気相晶出とは、

火砕流が堆積後、冷却中に、その空隙にガラ

スから放出された気相から鉱物が晶出する現

象である。

⑨竹田高校グラウンド（図8）

旧グラウンド機においては、今市火砕流の

上方にAso-1/3/4の各ユニットの位置関

係を見ることができる。さらに同高校グラウ

ンドの東側切り取りにAso-3Bの断面が基底

から観察できるoAso-3Bの下部は非溶結の

スコリア流で平滑な斜面をつくり、上部は溶

結し、柱状節理による垂直な壁面をつくる。

旧グラウンドでのAso-3/4の接触面は、

Aso-3のこの風化面の形で規定されたことが

わかる。

⑩小さい歩道トンネル（図8）

竹田高校正門を出て向かい側にあるトンネ

ルを抜けた右側に鵬匠町火砕流の露頭があるc

黒雲母流紋岩の白色非溶結の軽石流で、今市・

Aso-1両火砕流の中間の層準にある。

⑪岡城跡

荒城の月で有名な岡城跡では、入園料を

払って逆コースをしばらく登り、Aso-4中の

吹き抜けパイプを見た。その後、クーラーの

効いたレストランで昼食休憩をとることにし

た。

⑫竹田市魚住ダム

ここでは、玉来川の河床でAso-1とAso-4

の境を見るoAso-4は、柱状節理が発達し、

その表面に直径30cmから大きいものでは

2mほどもあるおう甑穴を観察できる。

⑬竹田市下片ケ瀬（図8）

集落北西の工事中道路のカットに、Aso-3、

Aso-4火砕流の接触部を見るoAso-3の斜面

を識うAso-4の基底部は、非溶結の粉状の

ガラス火山灰から上へ弱溶結部を経て強溶結

部に移り変わる。炭化した木片を含んでい

る。

写真2下片ケ瀬の露頭

図82．5万分の1竹田（2．4．3は訪れなかった）
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図9竹田市七里付近の遠望図

⑭竹田市七里（図8，9）

Aso-1(灰色、弱溶結)、Aso-3、Aso-4火

砕流とAso-2/3間の降下火砕物を観察する釜

竹田市街付近のAso-1は、魚住の滝下なと

に強溶結部（綴密で脱ガラス化のためきわめ

て硬い)、川からやや離れた場所では、非-強

溶結部の薄い火山灰流で、基底にピンク。E

の互層状のプリニアン軽石を伴う。この露頭

は、両者の中間的岩相となる。

Aso-2/3間の降下火砕流の層準はAso-2T

1(白色デイサイト降下軽石）とAso-2T(灰

褐色安山岩降下スコリア）との間で、Aso-2

火砕流はここまで達していないoAso-3の大

部分はAso-313火砕流で、下部は非溶結で、

濃褐色の基質に、安山岩の本質スコリア、綴

密な黒色安山岩ガラス岩塊、Aso-3A起源の

褐色軽石、外来岩片などを多量に含み、上に

向かって弱く溶結し、太い柱状摂理ができて

いるoAso-4は、強溶結で、一部は基質ま

で黒色の撤密なガラスとなり、本質レンズが

見えにくい。

図102．5万分の1久善
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⑮直入町新屋敷の西（図10）

ここは久住町山路南の林道にあたり、今市

火砕流の強溶結部の二次流動が見られる。こ

の露頭の今市溶結凝灰岩の本質レンズは極め

て薄い。これは、扇平化だけでなく、流動に

よって伸びている。二次流動とは、火砕流が

停止、堆積してから、強く溶結し空隙をほと

んど失い、その結果、全体が連続したガラス

となる場合があり、十分高温であれば、堆積

面の傾斜に沿って塑性流動を起こすことであ

る。火砕流の運動を一次とみて、堆積後の流

動を二次流動という（小野・渡辺，1974,な

ど)o

【第3日目】

⑯直入町長湯南（図11）（写真3）

Aso-4火砕流のほとんど非溶結の部分が道

路機の砂取り場にあり、道路に沿っては、溶

結の程度が次第に強くなるのがよくわかる。

図112．5万分の1朝地

写真3長湯南の露頭
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⑰狭間町上中尾（図12）

耶馬渓火砕流堆積物の異なる冷却史をもつ

二つのユニットが見られ、東西方向の断層で

切られている。耶馬渓火砕流堆積物は、熊本

県から大分県にまたがる広大な地域に広がり、

中部九州では最大規模の火砕流堆積物の1つ

である。

⑱野津原町篭ノ台（図12）

今市火砕流の東縁部の弱・非溶結スコリア

流堆積物が観察できる。これより北東の地点

では、中部の強溶結相の中に、下位から豆石

の含まれるゾーン(15cm厚)、層理の発達す

る層(25cm)、降下軽石層(15cm)がはさ

まれ、その上下で異なるクーリングユニット

が観察される。

⑲庄内町下榛木（いちき）（図13）

ここでは、由布川火砕流（大分川流域と別

府湾南西岸に広がる黒雲母流紋岩質の大規模

火砕流）に覆われる神屋敷火砕流と立木状炭

化木（庄内町指定文化財）が見られる。由布

川火砕流中と下位の降下軽石層中に約10本

図132．5万分の1小野屋

程の炭化木がみられる。炭化木の周囲には火

山灰の基質が黒色に汚染され、一部は細粒物

に乏しいいわゆる“煙のｲ妬”力認められる。

ここで巡検の全日程を終了して、この後、無

事熊本に帰り着いた。

以上、3日間の巡検の様子を報告しました。

最後になりましたが、真夏の暑い中、終始懇

切丁寧な説明をして頂いた渡辺一徳先生と、

稲葉川河床にて樹型の案内をして頂いた工藤

先生に感謝を申し上げます。
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